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平成28年６月橋本市議会定例会会議録（第１号）その２ 

平成28年６月13日（月） 

                                           

                                           

（午前９時30分 開議） 

○議長（中本正人君）おはようございます。 

 まずはじめに申し上げます。このたびの熊

本地震の犠牲となられた方々に衷心よりお悔

やみ申し上げるとともに、被災されました皆

さま方に謹んでお見舞いを申し上げます。橋

本市議会といたしましても、この大災害によ

り亡くなられた方々に哀悼の意を表し、黙禱

をささげたいと存じます。ご起立お願いしま

す。 

（黙禱） 

○議長（中本正人君）ありがとうございます。 

 ただ今の出席議員数は19人で定足数に達し

ております。 

                     

○議長（中本正人君）これより平成28年６月

橋本市議会定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

                     

○議長（中本正人君）今定例会に出席の説明

員については、お手元に出席説明員表を配付

いたしております。なお、去る３月定例会以

降、当局の人事発令により、新しく就任し、

本日出席の説明員を紹介願います。 

 総務部長。 

○総務部長（吉本孝久君）それでは、去る３

月市議会定例会以降、４月１日付人事異動に

よりまして説明員の変更がありましたので、

私のほうから紹介をさせていただきます。 

 危機管理監の坂本安弘です。 

○危機管理監（坂本安弘君）よろしくお願い

します。 

○総務部長（吉本孝久君）次に、会計管理者

の曽和信介です。 

○会計管理者（曽和信介君）よろしくお願い

します。 

○総務部長（吉本孝久君）次に、教育部長の

森中寛仁です。 

○教育部長（森中寛仁君）よろしくお願いし

ます。 

○総務部長（吉本孝久君）次に、病院事務局

長の泉和博です。 

○病院事務局長（泉 和博君）よろしくお願

いします。 

○総務部長（吉本孝久君）選挙管理委員会事

務局長の髙田候男です。 

○選挙管理委員会事務局長（髙田候男君）よ

ろしくお願いします。 

○総務部長（吉本孝久君）以上でございます。

どうぞよろしくお願い申し上げます。 

                                           

○議長（中本正人君）ただ今から、永年在職議員に対し、市長から表彰を行います。 

○議会事務局長（石井 豊君）井上勝彦殿。 

○市長（平木哲朗君）（表彰状朗読） 

 

（表彰状授与）（拍 手） 

○議長（中本正人君）去る５月20日開催の和歌山県市議会議長会総会において、井上勝彦君に

対し、同会表彰規程により永年在職議員表彰がありました。 

 これより、表彰の伝達を行います。 
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○議会事務局長（石井 豊君）井上勝彦殿。 

○議長（中本正人君）（表彰状朗読） 

 

（表彰状伝達）（拍 手） 

○議長（中本正人君）以上で、永年在職議員表彰並びに表彰状の伝達を終わります。 

                                          

○議長（中本正人君）この際、諸般の報告を

いたします。 

 市長から、平成28年６月１日付、橋総第120

号をもって、本日招集の市議会定例会に提出

する議案15件が送付されております。議案は

お手元に配付いたしております。これを今会

期中にご審議願います。 

 次に、教育長から、平成28年５月31日付、

橋教総第26号をもって、平成27年度教育委員

会事務の点検及び評価報告書の提出がありま

したので、その写しを配付いたしております。 

 次に、監査委員から、平成28年３月29日付、

橋監委第81号をもって、平成27年度第２次定

期監査実施報告書、同じく、平成28年５月17

日付、橋監委第９号をもって、例月出納検査

報告書の提出がありましたので、その写しを

配付いたしております。 

 次に、市長から、平成28年６月９日付、橋

総第140号をもって、市長専決処分事項の報告

があったので、その写しを配付いたしており

ます。 

 次に、平成28年５月23日付、橋債第１号を

もって、平成27年度分債権放棄の報告があっ

たので、その写しを配付いたしております。 

 次に、平成27年度橋本市一般会計及び各特

別会計繰越明許費繰越計算書並びに水道事業

会計予算繰越計算書の提出がありましたので、

配付いたしております。 

 次に、平成28年度公益財団法人橋本市文化

スポーツ振興公社事業計画収支予算書の提出

がありましたので、お手元に配付いたしてお

ります。 

 次に、議会事務局から、平成28年２月29日

から６月12日までの議会関係行事報告書を配

付いたしております。それぞれご覧願います。 

 以上で報告を終わります。 

                     

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（中本正人君）これより日程に入り、

日程第１ 会議録署名議員の指名 を行いま

す。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第88条

の規定により、議長において、４番 今城君、

10番 森下君の２人を指名いたします。 

                     

 日程第２ 会期決定について 

○議長（中本正人君）日程第２ 会期決定に

ついて を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 今期定例会の会期は、本日から７月１日ま

での19日間といたしたいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中本正人君）ご異議なしと認めます。 

 よって、会期は本日から７月１日までの19

日間と決定いたしました。 

 なお、会期中の会議予定につきましては、

お手元に配付の予定表のとおりでありますの

で、ご了承願います。 

                     

 日程第３ 承認第１号 専決処分事項の承

認について（平成27年度橋本市一般会計補

正予算（第７号）） から、日程第17 選第

２号 橋本市固定資産評価審査委員会委員
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の選任について までの15件 

○議長（中本正人君）日程第３ 承認第１号

専決処分事項の承認について（平成27年度橋

本市一般会計補正予算（第７号）） から、日

程第17 選第２号 橋本市固定資産評価審査

委員会委員の選任について までの15件を一

括議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 市長。 

〔市長（平木哲朗君）登壇〕 

○市長（平木哲朗君）皆さん、おはようござ

います。６月市議会定例会の開会にあたりま

して、一言ごあいさつを申し上げます。 

 ６月に入り、梅雨入りとともに、夏の到来

を感じる季節となりました。議員の皆さまに

は、大変お忙しい中、ご参集を賜り誠にあり

がとうございます。 

 本日より７月１日まで19日間にわたりまし

て、ご提案いたしました15件の議案につきま

してご審議いただくわけでございますが、ど

うぞよろしくお願いを申し上げます。 

 まず、４月14日に発生しました熊本地震に

おきまして、多くの方々がお亡くなりになり

ましたことに心から哀悼の意を表しますとと

もに、被災された皆さまに謹んでお見舞いを

申し上げます。 

 ５年前に発生しました東日本大震災では、

津波による被害で多くの人命と家屋が失われ

ましたが、断層帯で起こる直下型熊本地震で

は、倒壊した家屋の下敷きになるなどの被害

が多くございました。 

 震度７の前震と本震が短期間で発生したこ

とで被害がより拡大し、自衛隊や全国の自治

体から被災地への支援を行うため、多数の応

援隊が送られました。 

 本市においても、４月16日には、市民病院

の医師・看護師など５名で構成したＤＭＴを

熊本市に派遣しました。熊本県益城町には５

月11日から１週間、住家被害の認定業務に職

員１名を派遣しております。被災者の受け入

れにおきましても、被災されたご家族を市営

住宅に受け入れるため、３戸の住宅を用意し、

そのうち１戸に既に入居をしていただいてお

ります。 

 また、多くの皆さまから義援金をいただい

ておりまして、日本赤十字社を通じて被災地

へ順次届けております。 

 一方、市が南海トラフや中央構造線断層帯

を震源とする地震などを想定し、策定した橋

本市地域防災計画にある食料品、毛布などの

備蓄品の品目や数量、避難者の受け入れ態勢

などの見直しを早急に行うように、地震発生

直後４月から設置した危機管理監に指示した

ところです。 

 熊本地震では、1,600回を超える地震が発生

する中で、ほとんどの人が驚き、眠りから目

覚める震度４以上の地震が既に100回以上発

生しています。仮に直下型の地震が発生した

場合には、想定を上回る避難者が長期にわた

り避難所での生活を余儀なくされることが考

えられます。市職員はもとより、市民の皆さ

まにもいま一度、自助・共助の観点から防災

意識を高めていただきたいと考えております。 

 熊本地震での被災者の支援活動が行われて

いる中、６月６日に、21の構成自治体から成

る「市町村広域災害ネットワーク災害時相互

応援協定首長会議」が東京で開催されました。

今回は、中本議長をはじめ13の自治体の議会

代表者も出席をしていただく中、地震などで

想定を超える被害が発生した場合には、この

ネットワークの強みを生かした支援活動と、

息の長い援助を改めてお互いに約束してまい

りました。 

 いずれにしましても、台風、集中豪雨など

を含め、自然災害に備え、災害に強いまちづ

くりに努めてまいりますので、議員各位のご
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協力をお願いいたします。 

 次に、去る５月21日、市の財政状況と財政

健全化計画について、市民説明会を開催しま

した。107名の方に参加をしていただく中、現

在の財政状況に至った背景・要因、将来の財

政見通し、そして、健全化計画の内容につい

て説明を行いました。参加した市民の方々か

らは、「見通しが甘かったのではないか」など

厳しい意見もございましたが、説明会を終え、

改めて歳入歳出の両面にわたり計画に示され

た方策を着実に実行し、元気なまち橋本市の

実現のために取り組んでいく所存であります

ので、議員各位におかれましてもご協力をお

願いいたします。 

 さて、６月11日、大変うれしいニュースが

飛び込んでまいりました。既にご承知かと思

いますが、イコモスから世界文化遺産「紀伊

山地の霊場と参詣道」について、高野山や熊

野三山に通じる県内22箇所の道筋の追加登録

を承認する勧告が出されました。最終的には

７月に開かれるユネスコ世界遺産委員会の決

定を待たなければなりませんが、高野山に通

じる黒河道が世界遺産の登録資産になること

に大きく前進しましたことを、議員各位、市

民の皆さまとともに喜びたいと思います。 

 次に、平成27年度各会計の収支状況が確定

いたしましたので、ご報告を申し上げます。 

 去る５月31日に出納閉鎖期日を迎えた結果、

平成27年度一般会計の収支は、財政調整基金

などの基金繰り入れも含めた歳入総額で269

億 125万 9,198円、歳出総額で 264億 9,895万

4,403円となり、翌年度へ繰り越すべき財源

8,454万7,000円を除いて、３億1,775万7,795

円の黒字を確保いたしました。 

 特別会計の収支におきましては、全ての特

別会計で黒字となりましたことを、あわせて

ご報告させていただきます。 

 なお、各会計決算の認定につきましては、

９月定例市議会で提案させていただきますの

で、よろしく審査賜りますようお願いを申し

上げます。 

 それでは、市議会６月定例会に提案してお

ります各議案についてご説明を申し上げます。 

 本議会には、専決処分事項承認案件６件の

ほか、平成28年度橋本市一般会計、特別会計、

企業会計の補正予算案件が３件、条例の改正

案件が２件、その他として、市道路線の認定、

土地改良事業の計画の変更、固定資産評価審

査委員会委員の選任案件が４件、合計15件の

案件を提案させていただきました。 

 まず、承認第１号は、平成27年度橋本市一

般会計補正予算（第７号）についてでござい

ます。 

 歳入のみの補正で、３月定例市議会以降に

確定した地方譲与税、利子割交付金などの各

交付金や地方交付税、国庫支出金など、歳入

の増減額をそれぞれ補正した結果、増収とな

り、その増収分相当額を財政調整基金繰入金

や地域づくり基金繰入金及び地域開発整備基

金繰入金で減額し歳入予算の調整をいたしま

した。 

 繰越明許費補正につきましては、事業の進

捗状況により追加の必要が生じたものでござ

います。ただ今ご説明いたしました承認第１

号につきましては、平成28年３月31日に急施

を要したため、地方自治法第179条第１項の規

定に基づき専決処分を行ったもので、同条第

３項の規定により議会に承認を求めるもので

ございます。 

 続きまして、承認第２号の橋本市税条例等

の一部を改正する条例及び承認第３号の橋本

市都市計画税条例の一部を改正する条例につ

きましては、いずれも地方税法等の一部を改

正する等の法律が平成28年４月１日から施行

されることに伴い、所要の改正を行ったもの

でございます。 
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 承認第４号の橋本市国民健康保険税条例の

一部を改正する条例につきましては、地方税

法施行令が改正され、平成28年４月１日から

施行されることに伴い、所要の改正を行った

ものでございます。 

 承認第５号の橋本市水道施設整備事業再評

価委員会設置条例の一部を改正する条例につ

きましては、平成28年４月１日付機構改革に

伴い、所要の改正を行ったものでございます。 

 承認第６号は、和解に係る損害賠償の額を

定めることについてでございます。 

 これは、公用車の事故に伴うもので、先日

相手方と条件面での合意に至り、早急に示談

を締結する必要が生じたため、専決処分を行

ったものです。 

 次に、議案第１号から議案第３号までは、

一般会計、特別会計、企業会計の各補正予算

でございます。 

 各会計の補正額といたしましては、一般会

計で２億637万1,000円、介護保険特別会計で

4,951万7,000円、水道事業会計では7,951万

9,000円、全会計の補正総額といたしましては、

３億3,540万7,000円でございます。 

 まず、議案第１号は、平成28年度橋本市一

般会計補正予算（第１号）でございます。 

 歳出予算の主なものをご説明させていただ

きます。 

 総務費の自治会に要する経費では、市補助

金交付要綱に基づき、集会所の改修及び掲示

板設置に対しての補助金50万6,000円を予算

計上いたしました。 

 また、災害対策に要する経費では、自主防

災組織の育成のため、コミュニティ助成が採

択となった東家区及び恋野区自主防災会への

補助金160万円を予算計上いたしました。 

 次に、民生費の臨時福祉給付金等支給に要

する経費では、平成26年４月の消費税率の引

き上げによる影響を緩和するため、所得の低

い方々に対して、暫定的・臨時的な措置とし

て臨時福祉給付金を、また、賃金引き上げの

恩恵が及びにくい所得の少ない年金受給者の

支援をするため、障害・遺族年金受給者向け

給付金を支給する経費として、合わせて9,123

万9,000円を予算計上いたしました。なお、こ

れら給付金に係る経費については、全額国庫

補助事業となっております。 

 次に、商工費では、観光振興に要する経費

において、コミュニティの活性化のため、コ

ミュニティ助成が採択となった南馬場区が行

うみこしの修繕に対する補助金として250万

円を、また、地域イベント助成として、長寿

社会づくりソフト事業費交付金が採択となっ

た東家地区内で行うイベント経費に対する補

助金100万円を計上いたしました。 

 続きまして、議案第２号 平成28年度橋本

市介護保険特別会計補正予算（第１号）でご

ざいますが、県の補助事業として社会福祉法

人高陽会への認知症高齢者グループホームの

整備及び開設準備補助金4,317万8,000円を予

算計上いたしました。 

 次に、議案第３号 平成28年度橋本市水道

事業会計補正予算（第１号）でございますが、

資本的支出として、リース債務の繰上返済に

伴い7,951万9,000円の増額補正を計上いたし

ました。 

 続きまして、議案第４号の橋本市の議会の

議員及び長の選挙における選挙運動用自動車

の使用の公営に関する条例等の一部を改正す

る条例につきましては、公職選挙法施行令の

改正に伴い、所要の改正を行うものでござい

ます。 

 議案第５号は、橋本市生活交通ネットワー

ク協議会条例の一部を改正する条例について

でございます。 

 これは、地域公共交通の活性化及び再生に

関する法律に基づき、橋本市生活交通ネット
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ワーク協議会が地域公共交通網形成計画の作

成及び実施に係る連絡調整等必要な協議を行

うことから、所要の改正を行うものでござい

ます。 

 議案第６号は、市道路線の認定についてで

ございます。これは、向副東西１号線及び向

副東西２号線の２路線を新たに市道として認

定するものでございます。 

 議案第７号は、土地改良事業の計画の変更

についてでございます。 

 これは、平成24年度から西畑地区で実施し

ている土地改良事業の計画の変更について、

議会の議決を求めるものでございます。 

 選第１号及び選第２号につきましては、橋

本市固定資産評価審査委員会委員として、藤

形好章氏及び堀川憲一氏を選任したいので、

地方税法第423条第３項の規定により、議会の

議決を求めるものでございます。 

 以上、承認６件、議案７件、選２件、計15

件についてご説明を申し上げました。 

 議員各位にはよろしくご審議の上、ご賛同

賜りますよう、お願い申し上げます。 

○議長（中本正人君）市長の説明が終わりま

した。 

                     

○議長（中本正人君）以上で本日の日程は終

わりました。 

 お諮りいたします。 

 明６月14日から６月19日までの６日間は議

案調査等のため休会とし、６月20日午前９時

30分から会議を開くことにいたしたいと思い

ます。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（中本正人君）ご異議なしと認めます。 

 よって、そのように決しました。 

 本日はこれにて散会いたします。ご苦労さ

までした。 

（午前９時55分 散会） 

 

                                          

 


